
 

上
山
聖
観
音
３３
年
の 

時
を
経
て
開
扉
法
要 
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３
・
１１
東
日
本
大
震
災
早
期
復
旧
・
復
興
を 

原
発
事
故
被
害
深
刻
・
島
根
原
発
も
再
点
検
を 

３
月

１１

日
に
東
日
本
を
襲
っ
た

Ｍ
・
９
の
大
地
震
と
押
し
寄
せ
た
１

０
メ
ー
ト
ル
超
の
大
津
波
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
。
死
者
・
行
方
不
明

者
合
わ
せ
て
二
万
八
千
人
以
上
。
ま

た
多
く
の
方
が
家
族
・
家
屋
等
を
失

い
２
カ
月
近
く
経
っ
た
今
で
も
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
福
島
原
発
事
故
に
よ

り
退
避
命
令
が
出
さ
れ
た
皆
様
に

は
何
と
申
し
上
げ
た
ら
い
い
か
・
・

深
甚
な
る
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
国
・
東
電
に
お
い
て
は
生
活

再
建
に
き
め
細
や
か
且
つ
長
期
的

な
対
応
が
必
要
で
す
。
全
国
各
地
・

世
界
中
か
ら
支
援
の
輪
が
広
が
る

中
、
雲
南
市
も
４
月
２４
日
か
ら
６
月

５
日
ま
で
保
健
師
な
ど
３
名
６
班

体
制
で
１８
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。 

支
援
先
は
福
島
県
双
葉
町
の
避
難

先
で
あ
る
埼
玉
県
加
須
市
内
仮
役

場
で
相
談
業
務
等
を
行
い
ま
す
。 

雲
南
市
民
挙
げ
て
応
援
し
て
い
ま

す
。
派
遣
職
員
各
位
に
は
健
康
留
意

の
上
、
存
分
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

３
月
議
会
・
２３
年
度
予
算 

二
百
六
十
七
億
円
を
可
決 

上
山
観
音
は
聖
観
音
、
十
一
面
観
音

両
尊
菩
薩
、
加
え
て
出
雲
三
十
三
番

札
所
観
音
を
上
山
及
び
近
在
の
善

男
善
女
の
寄
進
に
よ
り
安
置
。 

「
天
下
太
平
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
奉
り
、
天
保
十
二
巳
龍

初
秋 

徳
祥
山
善
福
寺
の
境
内
に

土
地
移
し
堂
宇
建
立
」
と
記
さ
れ
爾

来
安
政
七
年
、
明
治
二
四
年
、
大
正

九
年
、
昭
和
二
七
年
、
昭
和
五
四
年

と
堂
の
屋
根
替
え
、
改
修
に
併
せ
て

開
扉
法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

天
保
十
一
年
子
年
（
一
八
四
〇
年
）

は
「
天
保
の
飢
饉
」
に
見
舞
わ
れ
農

民
は
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
観

音
様
に
ひ
た
す
ら
祈
っ
た
と
云
う
。 

祈
願
の
行
事
と
し
て
「
餅
さ
し
」
が

有
る
。
１５
戸
の
当
家
を
選
び
各
戸

か
ら
、
も
ち
米
を
集
め
供
え
餅
を
捧

げ
た
の
が
始
ま
り
と
云
わ
れ
る
。 

昔
か
ら
旧
正
月
十
三
日
当
家
に
集

ま
り
大
鏡
餅
一
斗
五
升
、
小
鏡
餅
三

升
併
せ
て
約
４
３
Ｋg
を
搗
き
一
六

日
夜
、
か
ら
げ
木
に
縛
り
付
け
、
深

夜
七
回
の
奇
声
を
挙
げ
な
が
ら
行

進
し
観
音
堂
に
納
め
ら
れ
る
。 

 

翌
一
七
日
に
近
郷
の
力
自
慢
の

若
者
が
集
ま
り
絡
め
た
鏡
餅
を

差
し
上
げ
る
回
数
を
競
っ
た
。 

観
音
堂
は
朝
か
ら
「
そ
れ
！
も
う

一
つ
！
」
掛
け
声
や
賑
わ
い
で
活

気
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
と
云
う
。 

現
在
も
毎
年
２
月
に
伝
統
行
事

が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
平
成
四

年
吉
田
村
無
形
文
化
財
に
指
定
。 

今
年
六
月
一
九
日
に
三
十
三
年

ぶ
り
に
開
扉
法
要
が
行
わ
れ
ま

す
。
平
常
は
拝
仏
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
是
非
お

参
り
下
さ
い
。
合
掌
。 

（
参
考
資
料
「
ふ
る
さ
と
田
井
の

伝
承
」（
田
井
公
民
館
編
）） 

 

旧吉田村無形文化財餅さし 

３３年に一度拝仏できる
両尊観音菩薩像 合掌 
 

定
例
会
最
中
に
３
・
１１
大
震
災
が
発

生
。
議
会
最
終
日
、
犠
牲
者
に
対
し
哀

悼
の
意
を
表
す
と
共
に
被
災
者
の
救

済
と
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
最
大
限

の
支
援
を
行
う
事
ま
た
原
発
事
故
へ

の
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求

め
る
決
議
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
前
年
度
よ

り
九
億
七
千
万
円
増
。
市
立
病
院
と
な

っ
た
雲
南
病
院
に
約
七
億
円
、
海
潮
温

泉
・
桂
荘
の
増
改
築
に
二
億
二
千
万
円

弱
、
道
路
改
良
１４
路
線
四
億
３
千
万

円
、
小
中
学
校
耐
震
化
に
３
・
５
千
万

円
、
携
帯
電
話
鉄
塔
五
千
万
円
弱
等
。 

原
発
検
討
委
員
会
を
設
置 

福
島
第
一
原
発
の
非
常
事
態
を
受
け

て
雲
南
市
も
島
根
原
発
か
ら
２０
～

３０

ｋｍ
圏
内
に
市
内
の
一
部
が
入
る
た
め

中
国
電
力
に
対
し
て
安
全
協
定
の
締

結
を
要
請
。
議
会
で
も
原
発
検
討
委
員

会
を
設
置
。
６
月
８
日
、
島
根
原
発
現

地
を
視
察
・
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
で
す
。
福
島
原

発
の
早
期
収
束
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

市
議
会
の
任
期
も
あ
っ
と
い
う

間
に
半
分
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
度
、
議
会
で
は
種
々
議

会
改
革
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
り
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
報

告
会
は
継
続
。
議
員
定
数
に
つ
い

て
は
１２
月
ま
で
に
決
定
す
る
予

定
で
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。
東
日
本
の
早
期
復
興
を
祈
り

ま
す
。
「
日
本
は
大
丈
夫
！
頑
張

ろ
う
！
日
本
！
」
。 

 

眞 
 


